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比率は．昭和30年の26. 8%から 40年の 22. 3 ~もへ減少したのに対し、
夫婦のみ．および夫婦と子供よりなる 5世帯数の比率は．閉じ 10年聞に

















































































I -1 -1 都市計画の諸制度と居住地環境整備計画
都市計画法制の改正













都市計画法は 19 6 8年（昭和43年）に全面改定きれ．建築基準法の地域



















































































































































戦後 19 5 0年（昭和25年｝に国土総合開発法が制定されたが．との法律
において市町村νベルの計画は何等考慮に入れられていなb、従って制度と
して市町村計画が認められだしたのは 19 5 3年（昭和 28年〉の町村合併









































































































































































































































































b近所の範囲は大き〈異－＂ .一戸建住宅地念ら 5世帯か 10世智だろうが．





















































調一査ー～の～方～法～環一境～構～成要一素 （待相隣環境 （吟行動環境 (c）施設環境
(I）間接的方法 I-a 1-b 1-c 
現象の解析
(2）直接的方法 2-a 2-b 2-c 
(3）間接的方法 3-a 3-b 3-c 
意識の解析
(4）直接的方法 4-a 4-b 4-c 


































































































































































































安藤元夫他 市街地l'L:j;~ける建築えてかえK関する 建学講43 
研究ー京都市の場合一
熊谷重徳他 総合計画立案方式の一試案一地区類型 今 4 3 
1. 2-




三宅醇他 民間2室木造アパートの動向（東京都 • 4 5 
の場合）
片方信也 既成市街地!'LPける建築空間ストック • 4 7 
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の変動に関する研究
住田昌二 不良住宅地区の型1.2 建学講46 
藤田 昌 神戸市街地近郊霊水区におサナる人口動 ~ 4 6 
態と住宅事情について
安田孝 土縄掃I用情成解析による再開発地区区 ~ 4 7 
分について
八木沢壮一他建築の建設申請量からみた既成市街地 4砂 4 7 
の変化Kついて
鮫島和夫他 低質木造住宅情集市街地l'Li.'ける居住 ~ 4 7 
地事情悪化のメカ＝ズム
富田和行 市街地l'Li.'ける生活環境計画 ~ 4 7 
2. 直接的手法Kよる現象解析
貴志義昭 大阪周辺部住区調査その5 建学講41 
寺西興一他 工往混合市街地l'Li.'ける居住事情と改 。 4 4 
善経歴
三村浩史 混合市街地l'Li.'ける土地利用の再編成 + 4 4 
の問題
岡部明子他 市街地住宅l'Li.'ける日照条件の研究1.2 4砂 4 5 
柳沢忠他 高蔵寺＝ュータウン生活総合調査 4’ 4 5 
（行動環境．施設環境についてもとタ
扱っている｝
三宅 醇 住宅地の形成更新過程 4砂 4 6 
高見沢邦郎 既成住宅地の変化過程十てついて 。 4 6 
中林一樹 都市住居!'Li>'ける戸外生活空間の利用 今 4 7 
実態とその問題点
笠木弘二他 生活集積としての都市研究1～5 + 4 7 
君嶋武胤他 民間中高層住宅建設と市街地再編 4砂 4 7 
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3. 間掛守手法Kよる意識解析
広原盛明他 神戸丸山地区κbけるまちづ〈タ運動 建学講45 
のクーススタディ









今 生活環境の構造（行動環境．施設環境 4砂 4 2 
tてついてもとち扱っている）
嶋田勝次他 都市の生活環境に関する基礎調査1叫 + 4 2 
（同 上｝
~ 神戸市街地!'Ci>＇ける住民の地区全般環 ~ 4 3 
境意識の傾向
三国政勝 定住意識をめぐっての基礎的考察 。4 3 
菊地敬夫他 居住域の空間計画K関して 今 44 
稲毛政信他 工住混合市街地！＇（ i>'ける公害と住民意 + 4 4 
議
嶋田勝次他 神戸市街地近郊にかける住民の環境意 。4 5 
議 1～3（行動環境．施設環境Kつい
てもとり扱っている）
片方信也 文化住宅．木造アパート経営者の経営 + 4 6 
意識に関する研究1.2 
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青柳徳俊他 地区再開発意向調査に関する考察 建学講46 
（行動環境、施設環境Kついてもとり
扱っている｝
梶浦恒男他 不良住宅地区居住者の住宅．生活現境 ’b 4 6 
意識Kついて
高橋恒他 コ者品＝ティの構造l'L関する研究その1
4’ 4 6 
中村勝子他 都市環境と住民意識 都学講46 
（行動環境．施設環境についてもとタ
扱っている｝








鈴木成文他 生活領域の形成K関する研究1～5 建学講42 
飯田精太他 市街地再開発の生活大法論的考察1～5 4・4 4 
総本恭治他 住宅団地l'Li>'ける戸外生活と外部空間 4砂 4 4 
の情成について
田中武四郎他既開発地Ki>'ける交通量の実態 4砂 4 4 
三村清史他 街路の性格と歩行者災害1.2 + 4 5 
春井秀雄他 歩行者流動調査の課題と方法1.2 + 4 5 
泉歌介他 歩行者専用道としての歩行網の設定 4・4 5 
+ 地区特性K応じた歩行者専用道路の計画 a・4 6 
-33-




泉欧介他 パーソントリ 7プパターンより構成す 都学講46 
る市街地の歩行者道路網Kついて
高見倣志他 市街地オープンスペース施設系計画K 建学講47 
関する研究
米村茂範他 一定地域の居住者の外出ルートK関す 。 4 7 
る調査報告
小場瀬令二 道空聞の研究 。4 7 
大場光博他 街路利用K関する建設計画的研究 ~ 4 7 
c.施設環境に関する調査研究
間接的手法による現象解析
柏原士郎他 地域施設のSpacing K聞する研究1.2 建学講46 
森 薫他 神戸市VC$－ける学校開放の現状と問題 今 4 6 
点、
小川信子他 児童館一施設の建設過程について ~ 4 7 
2. 直接的手法Kよる現象解析
鈴木和江他 児童環境及び遊び場 種学講 41 
加藤弘子他 幼児施設の通園圏変動 ゐ 4 2 
田辺一之他 地域児童厚生施設の利用者構成と利用 . 4 2 
圏
小川信子他 都市Uてなける子供の遊び場1.2 ,. 43 
小林正樹他 東京都区部1'($－ける敬老館等tてついて ,. 4 3 
多胡進他 小学生．中学生の余暇活動と青少年関 ,. 4 3 
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係施設の計画
渡辺昭彦他 都区部青年館の利用率と利用内容 建学講43 
柏原士郎他 共同施設の位置決定法 .+ 4 3 
木下茂徳他 老人福祉センターの建築計画K関する 4砂 4 3 
研究
三原生子他 乳幼児施設の地域計画的研究1～5 .+ 4 3 
伊藤みつえ他児童館の利用状況と利用幽 d’ 4 3 
多胡進他 都市の小学生の放課後tc::l.'ける各種公 。4 4 
共施設の利用状況と青少年関係施設の
計画
坂田勝広他 都市の中学生の放課後Kかける各種公 4’ 4 4 
共施設の利用状況と青少年関係施設の
計画
荒木弘他 都市の高校生の放課後tc::l.'ける各種公 4砂 4 4 
共施設の利用状況と青少年関係施設の
計画
渡辺昭彦他 青年層社会教育・福祉・体育施設の研 .+ 4. 45 
究1～6
同 都区部青年館の利用距離と利用者分布 4・4 4 
小川信子他 都市tc:l:.'ける子供の遊び場1.2 .+ 4 4 
三国政勝他 中学生膚tc:l:.'ける地域施設指向をめぐ 。4 4 
って
若木滋他 公民館の建築計画に関する研究1～5 ゐ 45 
青木正夫他 小学絞の校区及び校地の選定条件K関 4砂 45 
する研究
小泉正対日他生活闇域の構成Kついて（中学高校生 。4 5 
層の場合｝
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藤谷幸弘 公共図書館K関する研究その7 建学講45 
岡田光正他 市民会館の利用状況に関する計画学的 ’b 4 5 
研究その 1
石川幸夫 住民対象施設計画ケーススタディ 都学講45
渡木武他 地域社会教育関連施設の利用K関する 建学講47 
研究
鎌田啓志他 住民調査からみた都市公共施設の利用 ~ 4 7 
Kついての分析
高橋恒他 地域l'C$＞ける社会的生活行動Kついて ~ 4 7 
榎本雅洋 公共図書館(ILi-ける館外貸出Kついて 。4 7 
大崎豊太郎他地域的念集団活動 ,. 4 7 
広原盛明他 神戸市l'Ci-ける子供の遊び場と学校公 ,. 4 7 
国の利用実態K関する研究 1～3
川口宗敏 施設問距離の実態調査 ,. 4 7 
佐藤圭二他 老人施設からみた施設計画の単位 ., 4 7 
斉藤諭他 一定地域の居住者の余暇活動Kついて ,. 4 7 
の調査報告
村田邦栄他 都市の住宅地(ILl;~けるレクリェーショ ,. 4 7 
ン活動の研究
寛和夫他 乳幼児施設の地域計画K関する研究 1～5 今 4 7 
長倉庫彦他 幼稚園の通園距離K関する 2～3の考 今 4 7 
察
柳沢忠他 自動車Kよる行政サーピス ,. 4 7 
3. 間接的手法Kよる意識解析
鳴海邦碩 都市近隣空間改善運動ーちびっと広場 建学講43 
施設運動Kついてー




藤井正典他 神戸市街地l'C$－ける公園の分布状況と 種学講44 
住民の「子供の遊び場」意識
奥田一夫他 神戸市街地l"C$－ける小学校の通学距離 + 4 4 
K対する住民の意識傾向





貴志義昭他 住区環境指標の実測例 建学論42 
佐藤紀夫他 生活環境調査 ゐ 4 2 
嶋田勝次他 市街地再構成計画及び調査のための地 + 4 4 
区区分に闘する検討
赤崎弘平 住区盤備計画確立のための新しい試み 都学講




高見沢邦郎 自治体Kかける生活環境墜備費用の分 建学論44 
析
康坦他 公共社会教育．福祉施設の設置状況と + 4 6 
受益K関する一考察1.2 































































































































































































































































































































































































念事...本報告の一部は「既成住宅地の形成と変化K関する研究j (1 9 7 
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中目黒 上目黒 緑ク丘 八雲
地区面積 (ba) 5.7 * 3.6 3.1 3.1 
建築練~S45or46
〈練｝ 1 67 172 157 94 
棟数密JS45or46
｛棟｝ 34 47 50 29 
開発手法 私道開発 私道開発 耕地盤理 耕地整理
大・中・小・零 中・小・零細 小・零細宅 中規模宅地





I 3 8 1 40 I 0 4 
































































































とのよう K、大規模宅地の多い（部分的に同零細宅地が多いが.1, 0 0 0 
平方米をとえる宅地もかj:b ある）中目黒K~いて宅地区画の細分化．建築
練数の増加がみられ、反対に小．零細宅地K均質化している（一般に 15 0 









各地区とも人口．世帯数のいずれもが増加をみせている。中目黒は 46 8 
世帯1,0 9 2人から 70 7世帯1,6 8 9人へと世帯で約50 %.八雲は 19 
2世帯46 4人から 20 4世得53 1人へと世帯で約5%、人口で約 159ら．













中目黒 29 6人．八雲 17 1人．経堂23 2人という値が示されている。
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図－ 3 5ー（1）緑ク丘2丁目昭和 37年
? ? ，附和87年8月～昭和45年 12月K変化（新集．建てかん
瞳て加え‘更地1:.宅地区画。介劃統合）りあ勺た宅地区画
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_tBI_昭和37 '1'3 l～昭和46年 I2月時化怖いえ，建て
加え，更地化，宅地区画自分割統合） <Dot>？た宅地区画














中目黒 上目黒 緑ク丘 八雲 奥沢 経堂 代 回
'1）建築棟数鯛
(S37) 1 32 154 150 79 127 1 2 2 91 
棟
（ロ｝ GS45orS46) 1 6 7 172 157 94 13 B 14 0 104 
付建の増築加棟数 棟 39 1 8 7 15 11 1 8 13 
問、M伽増10加at率湖 30 1 2 5 1 9 9 1 5 1 5 
的敷地数（区画｝
(S37) 11 9 1 41 149 73 11 B 1 06 79 




加率 34 1 9 
。 ？ 7 1 4 5 
円ー1十判0イ除増100加併率） 29 14 。 1 2 6 13 6 
変化をう｛区画｝ 35 58 54・ 2 1 51 39 25 けた敷地数
c 




s 4 0 (4 2）人口（人｝ 1,0 9 2 464 739 
a 
S45 (46）人口（人｝ 1, 6 8 4 5 31 8 36 
s 40 (4 2）世帯（世帯） 468 192 2 42 
b 





































































中目黒 上目黒 緑ケ丘 八雲 奥沢 経堂 代田
主主てられた
“ト戸建住割輔 50 44 29 1 8 46 40 26 
の総数
建てられた
料金棟数 （。） 68 72 5 2 25 55 5 1 39 
一戸建の率
や守 (r~ '74 61 56 72 84 78 35 
LィMロ1×100
従前の敷地に
建てられた棟閥 6 20 26 5 30 15 1 8 
数
敷地分割の結
果建てられた綿 41 22 。 7 9 10 
棟数
同一敷地に建た（槻


































中目黒 上目黒 緑ケ丘 八雲 奥沢 経堂 代田
建てられた
μ）木造共同出捕 5 24 20 4 7 1 7 1 3 宅棟数
建てられた
a 州全棟数 ｛吋 68 72 52 23 55 51 39 
木造共同住（%） 付宅の比率 7 33 38 1 6 1 3 33 35 LイLイロ！）X100 
建てられた
1 $ （＝.）木造共同住炉） 30 1 26 120 22 11 3 74 宅戸数
b 1棟あた




。 4 2 2 4 。 5 
一般住宅と兼
c 用のもの 。） 2 9 1 0 2 3 7 
d 
共同住宅のみ
で敷地を占有（.，.） 3 1 1 8 。 。 1 0 7 
するもの
T】ー一ー目』ー 一一一一一
1室型の陳謝欄 3 2 2 3 
ー 『ー一一 「一 一 一ー一一一
2室以上型（。）
























中目黒 上目黒 緑ク丘 八雲 奥沢 経堂 代田
6階建以上のもの棟数鯛 6 一 一 一 一 一
4砂 戸数（司 39 4 一 一
5階建以下のもの棟数欄 2 3 一 2 一







中目黒区では？宅地区画が45 K.上目黒では 12区画が33 K.八雲で
は8区画が 17 K.奥沢では8区画が 1n亡、経堂では8区爾が22K分割
された。従って 1宅地区画あたりでみると．八雲、奥沢が 17 /8宇 2.1 •
上目黒33/ 1 2宇 2.6.経堂 22 /8宇 2.8であるのに対して中目黒では















































9 1 2 
45 33 
5.0 2.6 




8 8 8 3 
1 7 1 7 22 8 
2.1 2.1 2.8 













1 単身世帯（記号） s 1人で世帯を念す
（以下2～7は親族世帯のうち）
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2 夫婦のみ世智 Co 夫婦のみで世需を念す。
3 単純世帯 。夫婦＋子供（夫または妻の兄弟がいる場合も含
む｝
4 直系世帯 Cg 夫婦＋子供＋夫または妻．またはその両方の片
親。 （その他の親族のいる場合も含む｝
5 複合世帯 cc 2世帯の夫婦よb念る世得（その他の親族のい
る場合も含む。もちろん．若い世代の夫婦の子供も含む｝
6 欠損世帯 B 中心となる世代の夫婦の、夫または妻の欠けて
いる世帯（その他の親族のいる場合も含む｝
7 その他の親族世帯M 2～6K該当し念い親族。 （たとえば．兄弟よ
タ念る世帯｝











































li＼＼~~n ~ I I 
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s 。 。 。E 。 B M N 計
842世帯数（佐平等｝ 206 50 140 9 49 7 6 468 
84 6 ., （。｝ 242 110 240 1 7 5 68 21 4 707 
842世帯構成比側 44 11 32 一 一 11 2 100 
s 4 6 ., （。） 34 16 36 1 0 3 100 
842総人口 ω 206 100 564 45 9 131 17 20 1.092 
s 46 4少 （。） 242 220 822 80 28 175 45 1 7 1.684 
8-2 八雲
s 。。 。 Cg cc B M N 計
s 40世帯数（世帯） 88 15 59 5 7 12 4 192 
s 45 4歩 （。） 71 25 78 4 6 8 8 204 
s 40世帯構成此務） 46 8 34 一 3 6 2 100 
845 ~ （。） 35 12 40 4 4 4 100 
s 40総人口 ω 88 31 227 24 47 36 9 2 464 
s 45 ~ （。） 71 51 298 19 40 30 20 2 531 
8-3 経堂
s 。 。 Cg 。 B M N 計
842世帯数｛世帯｝ 50 35 95 20 1 0 26 5 242 
846 今 （。｝ 109 46 109 17 ？ 25 7 4 326 
842世帯構成比例 21 15 48 一調b 4 11 2 100 
846 ., （。） 33 14 39 一 3 8 2 100 
842総人口 ω 50 70 366 105 61 71 1 0 6 739 
s 46 + （。） 1 09 92 413 83 50 65 15 9 836 







表ー 9tit示すどと〈．中目黒では4年聞に 70 2世帯手が転入し. 2 1 4世
帯が転出した。八雲では 5年聞に 22 6世帯が転入し. 2 1 4世帯が転出し
た。経堂では4年聞に 28 2世帯が締入し、 19 6世帯が転出した。 （注1) 
ととで．みかけ上の年間転居率（注'.2）を求めると‘中目黒19. 8%.八
雲27. 8 9も．経堂21.0 %と在ってbり．年間約2割を？とえる多〈の世帯が





夫婦のみ世帯では転出入構成比が？～20 %.居住構成比が 8～16 ＇｝もとあ
まりかわってい左い。それ以外の世帯では居住構成比にくらべて転出入構成
比は少い。





















































s 。 。。E co B M N 計
転入世帯数 137 159 7 I 40 I 19 I I 702 
向上構成比例 48 20 24 6 3 100 
9-1-2 中目黒. s 42～46転出世得数（転出時の世帯別別｝
s 。 。Cg I co I B I M I N i計
転出世得数（世帯｝ 255 60 117 2 Iー｜ 23 I 41 2 I 462 
向上構成比（効 26 l -I -I 
9-2-1 八雲.840～45転入世得数〈転入時の世帯型別｝
s 。 。Cg 。 B M N 計
転入世帯数（世帯｝ 130 40 32 1 11 226 
向上構成比（湖 58 18 14 5 一 100 
9-2-2 八雲、 840～45転出世帯数（転出時の世帯型別｝
s Co 0 Cg 。 B M N 計
転出世帯数（世得｝ 145 19 35 2 2 7 5 一 ・214 
同上構成比（湖 68 ？ 1 7 一 5 2 一 I 01' 
9-3-1 経堂.842～46転入世得数（転入時の世帯型別｝
s Co 。lCg I co B M N 計
転入世帯数（世帯｝ 162 44 so I -I 14 8 3 282 
同上構成比例 57 16 101 - I -I 
9-3-2 経 堂.84 2～46転出世帯数（転出時の世帯手型別｝
s Co a I cgI co B M N 計
転出世得数（世帯） 94 26 13 3 一 1.96 
向上構成比（湖 48 13 30 Iー i 7 I 2 I - I 100 
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表ー 10 各断面K:l>-ける．世得型匁IJ世得数
1 0ー 1 中目黒
s 。 。 Cg cc B M N 計
昭和42年以前から居住し続けている世帯の
58 19 89 昭和46年Ki>">ける世帯数
4 27 5 3 215 
昭和42年以前から居住し. 4 2～4 6年K 141 27 66 一 15 252 転出した世帯の．転出時の世得数
昭和42年以後に転入し、居住し続けている
184 91 151 世帯の、昭和46年の世得数 7 41 16 492 
昭和42年～ 46年陀転入し再び転出した世
128 38 35 8 一 21 0 4 帯の転入時の世得数
向上の世帯の転出時の世帯数 114 33 51 一 8 3 210 
1 0-2 八雲
s 。 。 Cg 。 B M N 計
昭和40年以前から居住し続けている世待の
18 12 42 4 
昭和45年Ki>">ける世帯数 6 6 3 一 91 
昭和40年以前から居住し.4 0～4 5年に
66 6 19 転出した世帯の．転出時の世帯数 2 5 2 101 
、。
昭和40年以後K転入し．居住し続けている
53 13 36 世帯の．昭和45年の世帯数 一 一 5 5 113 
昭和40年～45年K転入し再び転出した世
78 18 1 0 一 3 4 一 113 管の転入時の世帯数
同上の世手替の転出時の世帯数 78 12 16 一 一 2 5 一 113 
1 0-3 経堂
s 。 。 Cg 。 8 M N 計
昭和42年以前から居住し続けている世帯の
昭和46年Ki>">ける世帯数
18 24 67 1 7 8 17 3 155 
昭和42年以前から居住し.4 2～4 6年に 28 12 
転出した世帯の、転出時の世帯数 34 7 2 一 85 
昭和 42年以後K転入し、居住し続けている
91 22 世帯の．昭和46年の世帯数 42 一 8 4 3 171 
昭和 42年～ 46年に転入し再び転出した世 71 13 
帯の転入時の世帯数 18 7 一 111 
向上の世帯の転出時の世帯数 66 14 23 6 一 111 
(i）居住経過年数と世帯型
昭和45年（八雲｝または昭和46年（中目黒．緩堂｝に居住している世
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?． ， ． ?
??
居住経過年数
中 目 黒 八 ＝雪z雪" 経 堂
世帯数 % 世帯数 % 世帯数 % 
1年未満 1 1 3 1 6 3 5 1 7 8 0 2 5 
2年。 2 0 2 2 9 2 5 1 2 4 4 1 4 
居 5年。 1 1 8 1 7 1 4 7 2 4 7 
住 4年。 5 9 8 1 9 9 2 3 7 経
過 5年。 2 8 4 2 0 1 0 1 6 5 
年 1 0年。 6 7 9 2 8 1 4 2 8 ？ 数
1 0年。 1 2 0 1 7 6 3 3 1 1 1 1 3 4 
計 7 0 7 1 0 0 2 0 4 1 0 0 3 2 6 1 0 0 
表ー 11 
表12 世帯型別居住経過年数別世帯数
1 2ー 1 中目黒昭和46年に居住している世帯の．世得型別居住臨画年数
s 。 。 。芭 B B M N 計
1年長兼満 56 18 19 ‘ 14 5 一 113 
2年。 76 41 63 4 1 0 8 一 202 屠
住 5年。 33 21 46 2 13 2 118 
経
4年。 19 11 23 4 一 59 過 一
年 5年。 11 2 10 一 3 2 28 数
1 0年 φ 21 5 30 一 8 2 67 
1 0年以上 26 12 59 一 16 16 3 一 120 
計 242 11 0 257 7 5 68 21 4 707 
1 2-2 八雲昭和45年に居住している世帯の、世帯型別居住経過年数
s 。 。 Cg 。。 B M N 計
1年未満 18 5 8 一 一 2 35 
居 2年。 16 2 4 一 2 一 25 
住
5年。 5 2 5 2 
－  14 経 一過 4年。 8 2 8 一 一 一 19 年
数 5年。 6 2 11 一 一 一 一 20 
1 0年。 8 2 16 一 2 一 一 一 28 
1 0年以上 10 10 26 4 4 6 3 一 63 
計 71 25 82 4 6 11 8 204 
1 2-3 経堂昭和46年に居住している世帯の．世帯型別居住経過年数
s 。 。 Cg 。 B M N 計
1年未満 49 15 11 一 一 2 2 80 
2年。 30 4 7 一 一 44 居
住 5年。 7 2 1 0 一 一 4 一 24 
経 4年。 5 14 一 一 23 過
年 5年。 4 3 5 2 一 16 数
1 0年。 4 5 12 28 2 2 3 一 一
1 0年以上 10 16 50 14 6 12 3 一 111 
計 109 46 126 1 7 9 25 7 4 326 
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表 13 世帯型別居住経過年数別世得数
1 3ー1 中目黒 昭和42年～ 46年に転出した世帯の、世帯型別居住経過年数
s 。 。 Cg 。。 B M N 計in年未満 75 23 21 一 一 4 124 2年。 61 , 23 一 一 4 100 
5年。 43 9 16 一 2 72 
過 4年。 24 6 14 一 一 2 一 47 
年 5年。 13 2 一 一 1 7 数
1 0年。 18 4 18 一 一 ろ 一 一 43 
1 0年以上 21 6 23 一 7 一 59 
計 255 60 1, 8 3 4 2 462 
1 3-2 八雲 昭和40年～45年K転出した世帯の．世帯型別居住経過年数
～～～～一一 s 。。 。 Cg 。。 B M N 計
1年未満 42 4 5 一 一 2 一 一 53 
居
2年。 40 5 5 5 55 
住 5年。 19 2 , 0 一 一 31 経
4年。過 11 5 2 一 19 
年 5年。 8 一 一 一 一 一 一 9 数
1 0年。 19 7 一 2 29 
1 0年以上 6 2 6 2 2 18 
計 I 145 , 9 36 2 7 5 一
1 3-3 経堂開和42年～46年に転出した世帯の．世帯型別居住経過年数
s 。。 c Cg 。。 B M N 計
1年未満 32 5 8 一 4 2 一 51 
居
2年。 27 9 18 2 58 
住 5年。 21 2 12 一 一 一 36 経 4年。 4 4 過 8 一 一 一 16 
｜年 5年。 6 2 一 一 一 4 一 一 12 数
1 0年。 4 2 4 一 一 11 
1 0年以上 2 一 8 一 一 12 










































































































































































































































































































11% I 1 2 29ら
( 1 9) (1 0) 
1 1 3 : 1 oo;o Ii 4 s I 1 o o;o 
く注＞区請願全件数 14 6件 （昭和45年度比較｝
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表－ 2-a 表－ 2-b
世田谷区 大田区
中小河川の整備改修 8 中小河川の整備改修 4 6 
i 7 
用水路・排水下水港整備 6 排水溝・下水道整備 2 (2.69も｝
側溝整備改修 3 (8.7抑 側溝・排水溝有蓋化（歩道） 1 1 
側溝・排水溝有蓋化 1 0 道路舗装整備（河川敷） 6 
道路舗装改修 8 安全施設整備（歩道） 2 5 
安全施設整備 2 5 交通規制 2 
53 
交通規制・駐車規制 4 70 区道認定（道路舗装｝ 4 
区道路問題 5 補助道路問題 2 
幹線道路問題 4 幹線道路問題




一 1 1 
児童遊園地（河川敷｝ 2 1 
公園整備 2 公園整備（河川埋立） 1 0 61 
運動施設整備
(5.6%) 運動施設整備（河川敷｝ 3 0 (26.6%) 
保育所墜備士曽設 7 保育所設置 1 1 
幼稚園施設墜備
1 8 
4 幼稚園施設々置 4 1 9 
学童保育施設々置 7 
。2%)
学童保育施設児載官 4 (8.3%) 
福祉厚生施設 8 1 1 社会厚生福祉施設 2 4 2 7 
l－一叩I
保健医療施設 3 (5.6%> 
小学校施設整備 3 0 
医療施設 3 (11.8%) 
小学校施設整備 3 2 
一一 40 
中学佼施設整備 8 中学校施設（防音施設｝ 7 
44 
給食センター問題 3 
(1 7. 5%) 
学区域問題
特殊学級及び学区域 3 (22.6%> 日照権問題（高層建物｝




不法建築物の問題 6 都市計画区域・地区変更 2 (7. 49ら｝
特殊建築物の問題 4 住宅建設 2 
(10.3%) 
地域指定変更．地区指定 2 敷地買収・区道弘下げ 2 6 
土地区画整理問題 3 ゴルフ場廃止（開放｝
再開発問題 2 (1. 59ら） 掘埋立促進 (2.6%) 
住宅建設（職員） 2 
2 2 9 (1009も）
建築線指定




排水設備・下水道整備 3 6 
公衆便所墜備
ゴミ処理問題 (3.2知
用水路・河川崎渠化（歩道｝ 1 3 
道路舗装及び改修 3 4 







駅前広場整備拡張 2 (4 5.8%) 
児童遊園地（暗渠利用｝ 1 0 1 3 
運動施設整備 3 (6.B'lら｝











小学校施設整備（絞地｝ 2 6 














排水設備・下水道整備 7 24 
側溝整備改修 5 
し尿汲取り問題 (6. 7?0 
下水路・水路暗渠化（通路｝ 4 0 
安全施設整備 3 5 
道路舗装改修 3 9 
区道認定〈道路整備｝ 3 8 




駅整備 3 (46.3%) 
児童遊園地設置 1 4 
会関整備（処理場利用） 4 22 
運動施設聾備 4 (6.2'7ら｝
保育所設置 2 5 
幼稚園施設設置 45 
学童保育施設及び児童館 1 9 。2.6%)
福祉厚生施設（ゴルフ場利用｝ 1 1 I 7 
保健医療センター 6 (4.8%> 
小学校施設整備 4 6 
中学校施設整備 1 1 59 
小学校分校設置
特殊学級設置 (1 6.6%) 
ポーリング場立地 4 


























運動施設々置 2 (1 2%) 
保育所設置 3 4 
学童保育施設整備 (5.3%) 
社会福祉施設 6 (8'7ら｝
小学校施設整備 1 4 
1 7 
中学校施設整備 2 
特殊学級施設 (2 2.7%> 













区道拡幅 2 1 0 
道路新設笹備




区営グランド・運動施設 3 (26.1 %) 
保育施設 3 4 
学校開放 (8.7%) 
福もtセンター・図書館 4 5 




高等学校施設 (21. 7%> 
商業地域指定
区営葬祭設備
表－ 2-g 表－ 2-h
台東区 墨田区
道路改修 中小河川整備改修




パス停留所設置 (32.69ら） 鉄道改造問題 (1 8.2%> 
児童遊園地設置 7 8 児童遊園地設置 8 (24.2知




幼稚橿施設設置 4 学童保育施設整備 (9%> 
学童保育施設 (1 5.2%) 社会福祉施設
社会福祉施設（縛物館） 4 小学校施設整備 7 1 0 
医療施設整備
6 
中学校施設整備 3 (30.3%> 





L Pガス施設立地反対 2 （~ 




？ （区道廃止）払下げ問題 3 
土地利用（駐車場設置｝ 2 (1 5.2%> 
4 6 (1 DD%> 
請願提出年度（昭和）
く都市施設に関ナる要求〉 『』内申唱『一ー』占』』一一 回一唱V h’・ー 小 計
41 42 43 44 45 
処理 中小河川の整備改修 8 9 
用水路の整備
排水・下水溝の整備改修 4 2 3 11 
側溝設置改修 2 4 
（処理｝小計 1 5 4 5 2 27 
道路 側溝・排水溝改修有蓋化 2 3 5 8 1 3 3 1 
交通 道路舗装・改修 6 7 ？ 2 1 0 34 
交通安全施設設置 7 1 4 1 1 20 1 3 65 
交通制限・駐車制限 2 4 2 5 14 
区道l'C$.＂－ける問題 4 2 8 
補助道路l'Ci,~ける問題 2 
幹線道路l'C$－ける問題 3 2 4 1 0 
交叉点立体化の問題 4 4 
鉄道拡幅・新設の問題 4 5 1 0 
lR設置問題 1 6 1 6 
パス路線存続問題 4 4 
（道路交通｝小計 28 29 40 50 51 198 
公園 児童遊園地設置 2 4 2 6 2 16 
公園整備・増設 2 2 5 
運動施設々置 3 5 
（公園｝小計 5 6 3 6 6 I 2 6 
児童 保育園増設 3 8 3 4 3 21 
福祉 幼稚園整備増設 4 5 
学童保育施設々置 3 4 9 
保育関係 2 2 3 
（児童福祉｝小計 1 2 9 6 11 4 42 
社会 福祉厚生施設々置 6 4 2 1 3 
福祉 保健医療施設 3 3 6 
施設利用・助成 6 3 2 1 3 







教育 小学校施設整備 1 5 1 5 9 15 1 2 66 
中学校施設整備 6 ？ 2 2 6 25 
1ド陪侍食殊学センタ K闘する問題 3 3 2 9 
級・学区域の問題 2 5 
（教育｝小計 23 27 1 3 21 21 10 5 20.9% 
I く環境阻害K関する要求〉
1規制 局層建築物になける問題 2 3 2 8 
ポーリング場l'C$.＂－ける問題 3 2 8 
工場・自動車等騒音公害 3 3 7 
不法建築物の問題 3 2 ヨ 9 
3 2 7 
地域地区指定及び保存 2 2 5 
（規制保存）小計 8 6 8 1 2 1 0 44 8.~9も
く開発事業K関する要求〉
世
開発j土地区画観事業問題 1 4 1 5 
地区再開発問題 2 2 3 7 
団地造成の問題 2 2 
（開発）小計 2 3 1 9 24 4.8% 
その 住宅建築促進
他 建築線指定
スーパーの立地問題 2 2 
（その他｝小計 2 4 
計 108 86 86 1 09 1 1 3 502 100% 
表－ 1 生活環境K関する年次別要求項目の分類（昭和41年～ 45年度｝
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＜注〉 請願陳情件数は．順次. 1 4 0件.9 3件、 11 7件、

















く地区住民Kよる連署＞ 33%、＜PTA・父母の会＞ 2 6 %、〈町内会・










図－ 3 は組織（町内会・自治会• p T A・父母の会．商店会．積極的念連
絡会組織｝を通した請願陳情の署名人数をそれぞれ示したものである。中で
も．同じ請願1件にしても．数人で要求するものから.3, 0 0 0人以上の署
名で要求するものをで様々であるが．とれにより大まかな組織性をつかみ得
る。 PT A・父母の会の組織力は高〈．大よそ1,5 0 0～2, 0 0 0人．町内
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主rr 初日日人｜商店会組織Kよる請願者人数I 2 3件（ 2 7 ) 250白人 初日日人r l~~f 5，日日日人
2,0日日人 25日日人 3.000人
自治会組織Kよる請願者人数
4 0件（ 6 2) 





































駅 設 置 問 題 一 2,0 
パス路線存続 一 且F






















表－ 4 組織別要求項目（昭和41年～ 45年合計）
組 地 p 町 要 商 婦 宮 個 そ
織 域 T 内 求 店 人 製




連 団 団 盟の 絡 体署 会 会 会 、＿， 体 、＿， 令 人 他
中小河川の整備改修 7 9 
用水路の整備 2 3 
排水・下水溝の整備改修 7 2 11 
側溝の設改修 卜1~ 4 側溝・排水溝改修暗渠化 3 7 2 2 3 1 
道路舗装改修 20 2 6 3 34 
交通安全施設々置 22 1 6 8 6 4 6 6 3 (6 5) 
交通制限・駐車制限 1 0 2 14 
区街路の問題 4 2 8 
補助街路の問題 2 
幹線街路の問題 4 2 4 1 0 
交叉点Uz:体化問題 2 4 
鉄道新設拡幅問題 3 4 1 0 
駅設置問題 2 5 9 (1 6) 
パス路線存続問題 2 2 4 
児童遊園地設置 4 2 5 4 1 6 
公園整備 2 5 
運動施設設置 2 5 
一ーM争E
保育施設設置 ？ 2 5 3 2 1 
幼稚園施設設置 2 2 5 
学童保育施設々置 3 4 I ？ 
保育関係（助成） 5 7 
社会福祉施設整備 4 3 3 1 3 
保健医療施設 3 2 6 
施設利用．〈助成｝ 2 3 9 I 3 
小学校施設整備 66 66 
中学校施設整備 25 25 
給食センタ－(IL関する問題 2 3 2 2 9 
特殊学級・学区域変更 2 2 5 
高層建物立地 5 2 8 
ポーリング場立地 3 3 8 
工場・自動車会害 5 7 
不法建築物の問題 8 9 
特殊建物の立地 3 2 7 
地域地区指定・保存 2 5 
土地区画整理問題 2 7 5 1 5 




スーパーの立地問題 2 2 
1 61 1 2 7 62 54 27 21 1 4 6 20 49 3佃 2>
















































































































する要求38 9件（8 2 9ら｝についての審議結果を示したものである。
採択及び意見付採択は30 9件（ 79.4%＞、不採択は 16件（4.1 %＞‘ 


















































.JJ I 口 ι＋ I L 、 ロロ
44 54 27 1 9 2 1 09 
計 188 1 21 9 22 1 6 29 4 389 












2 I 1 I 41 2 I 
一一千--ti-~
道路舗装・改修
~4=~ s 街路~ I ,J ~ l 十；i 2. 2 
2 
I ！ 霞設置 一寸」「－－11--=t=il~一一一十一寸－ j 7「γ ｜ 
高層建築物の問題
ポーリング場立地 I 1 
工場・自動車公害
不法建築物の問題一一丁 3 








2 3 6 4 
2 ：ー··~3 2 3 
5 
2 4 3 















関係当局 解決方法 努力．検解決不町能 その他
年度 方面に要 時期尚早
請交渉中 検討中 討したい 解決困難 報告絡）
予定
4 2年 6 (6) 5 (1) 4 5 (1) 
4 3年 65 42 2 0 (3) 3 (1) 6 3 (2) 6 
1 4 0 66 26 (9) 8 (2) 5 1 1 (1) 3 (2) 6 
計
100% 4 7% 1 3.6＇？ら 7.6% 18% 6 % ？？ら
寸弘× 100=47% 〈注＞表中（ ）の数字は 1件中に射る報告のあ


























































































































。家族一私的 tFam i 1 y -Private ) 
。個人．私的 (Individual.Pri va加｝




































して. 3 0 0坪以上、 30 0～1 5 0坪. 1 5 0～1 0 0坪. 1 0 0～5 0 





調査地区1 世田谷区成城6丁目24 .• 2 5 
2 目黒区柿の木坂2丁目 23. 2 4 
3 世田谷区用賀4丁目 24. 2 5 
一14ト
調査地区4 世田谷区用賀4丁目 24. 2 5 
5 練馬区図柄5丁目 7
6 江戸川区西瑞江5丁目 10. 1 5 
7 目黒区目黒本町5丁目 17. 3 1 
8 練馬区北町7丁目 15. 1 6 
？ 墨田区京島5丁目 35. 3 6 
1 0 世田谷区祖師谷4丁目 28. 2 9 
1 1 目黒区祐天寺 1丁目 23 










表住宅形式 調査対象 平均面（湖積 紙 況地区 敷地
成 城 290 i高級住宅地
独立住宅 ｜柿の木坂 1 1 7 高級住宅地
！上用賀 7 4.5 耕地整理地区で空閑地が多い。
用 賀 45 耕地整理地区だが．用途混合・宅地分割化
回 柄 22 スプロール地区で．私道開発地区
目黒本町 1 7 用途混合し．建て込んでいる。
西瑞江 16 構地盤理後の建売住宅地区
長原（町摩） 京 島 CZ 5 l 裏長犀の密集地区
木賃アパート :fl 町 (4) 木賃アパートの¥if;集したスフ．ロール地区
テラスハウス 祖師谷 1 2 二階建のテラスハウス団地
中層集合住宅！桜 丘 (1 6) 五階建集合住宅団地( 2 0 0戸. 3. 4 0 0坪｝



































































































回 目 図件ーヰ決ー栄 図
流し台
回




















































































































、は図 1.2と同様 ’ 
ぷ〆
A軍示のイYデックスは、

















調査地区 障 壁 格 内 収 納 家事
熱量 処 理
供給 廃 棄
成 城 生 垣 敷地内施設 物 置 敷地内 物置 敷地内施設
柿の木坂 板・ 網 施設
プロック
上用賀 生 垣 敷地内 物 置 敷地内 物置 敷地内余地
板・網 施設
プロック 一部敷地外 軒 下 軒下 軒下 軒 下
用 賀 生 垣 敷地内 物 置 敷地内 物置 敷地内余地
板・網 余地
フ．ロック 一部敷地外 軒 下 軒下 軒下 軒 下
田 柄 板・網 自動車を除 物 置 敷地内 物置 敷地内余地
いて 余地
プロック 敷地内 軒 下 軒下 軒下 軒 下
目黒木町 物 置 軒下 物置 軒 下
板・プ固 いて 棟 間
ック 軒 下 軒 下 棟間 軒下 棟 間
西瑞江 部分的 自動車を除 軒 下 軒下 軒下 軒 下
板・プロ いて
ック 軒 下 棟間 棟 間
京 島 自動車を除 軒 下 軒下 軒下 軒 下
いて 前面空
軒下 地
自動車を除 軒下 軒下 軒下 軒下
いて軒下
外廊下 外廊下 外廊下 外廊下 外廊下
アフス 物置 ァラス 物置 テラス
団地内 軒下 軒下 軒下 軒下
団地内 パJIレコエ ，ξJI〆コ ノξ／レコ パJレコニー
一ー一 タヌトシュー ト
階段下 共同施設
「 敷地内 パルコエ JξJI〆コ ，ξIレコ パルコニー一・トラ 一『 一 一ー一ンクルー ム タヌト・ンュー ト
-15ト
作業 趣 味 遊戯 情報・案内 交歓・出会 交通・接近教 養 運動
敷地内余地 庭 国 庭園 路 上 （路 上｝ ｛一方通行）
路上 ~凶k、 道
敷地内余地 庭 国 庭園 路 上 （路 上｝ （一方通行｝
路上 私 道
敷地内余地 庭 圏 庭園 路 上 路 上 （一方通行｝
路 上 路上 私 道
敷地内余地 庭 路 上 路 上． 路 上 （袋路｝
（狭小｝
軒 下 軒 下 私 道
路 上・ 庭 路上 路 上 l路 上 （袋路｝
’v 軒 下 倣小｝
練 間 私 道
路 上 軒 下 路上 絡 上 路 上 （狭小｝
路 端
里震 上 私 道
前面空地 前面空地 前面 路 上 路 上 （迷路｝
空地 （狭小｝
＠各 上｝ 軒 下 （前面空地｝ 私 道
路 上 軒 下 路上 路 上 路 上 私 道
路 上
路 端 外廊 下
フー フ 3ξ テラス テラス 団地内共同 団地内共同 団地内
施 設 施 設 交通規制
団地内 庭園
パノレコ＝一 ，ャレコ＝ー 遊園 団地内共同 団地内共同 団地内
団地内庭 団地内 施 設 施設 設 交通規制
団地内 園 余地
パノレコニー ~＂＇レコ＝一 路上 共同施設 敷地内余地 私 道














































































































































































































東京都目黒区八雲 1- 1 - 1 
印刷所株式会社京 成 社
東京都千代田区神田小川町 3-8
電話 294-0301 （代）
